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Some Aspects of English Acquisition Seen in Japanese Infants while Staying in the United 
States: The Relationship between Their Mother Tongue and the L2 
OI Kyoko 
As English has become a required subject at elementary school in Japan, this paper 
discussed how to deal with children's second language acquisition from various aspects. 
First, it reviewed the processes of second language acquisition. Then various problems 
associated with it were discussed, focusing on a case study on the second language 
acquisition of three Japanese children who grew up in the United States of America. I 
especially focused on the role of the mother tongue. Based on the results of the case study, I 
suggested that children's language acquisition is not uniform, and that various factors 
















































































し、その順序をナチュラル・オーダー (Natural order) とした（表２）。 














12. 縮約のない助動詞 be 
13. 縮約した copula be 
14. 縮約した助動詞 be 
表 1 Brownの形態素 
-ing (進行形) 
複数形 
連結辞 (to be) 
助動詞 (進行形) 





表 2 Natural order 
資料論文 












Dulay and Burt の主張によると、英語を第二言語として習得する際, 母語の影響は小さいという。
はたしてそうであろうか。 
Dulay and Burt (1973) は、被験者の犯した誤りを心理言語学的起因からタイプを四つにわけた。
(1) 母語の干渉による誤り (interference errors)、(2)発達的誤り (developmental errors)、(3)曖昧




これはとりもなおさず、こうした言語習得に関わる研究において用いられた variables (変数) の
違い、すなわち、被験者の年齢、データ収集の方法, それぞれの母語と英語の類似の度合、また縦
断的研究 (longitudinal study) か横断的研究 (cross-sectional study) かという研究方法に起因す
るもので、英語を第二言語として習得する際の母語の影響がどの程度あるのかというのは、なかな
か決着がつかない問題である。ここでは、Ellis (1986, p. 29) の中で報告されている第二言語として
の英語における母語転移の誤り率を表３として表す。これによると、やはり母語からの転移による
誤りは３％であると述べている Dulay and Burt (1973) の数値が他の研究と比べて極端に低いことが
わかる。 




Grauberg (1971) 36% 母語はドイツ語、成人、上級者 
George (1972) 約 33% 母語は様々、成人、大学卒 
Dulay and Burt (1973) 3% 母語はスペイン語、子ども、レベルは様々 
Tran-Chi-Chau (1974) 51% 母語は中国語、成人、レベルは様々 
Mukaitash (1977) 23% 母語はアラビア語、成人 
Flick (1980) 31% 母語はスペイン語、成人、レベルは様々 
Lott (1983) 約 50% 母語はイタリア語、成人、大学卒 
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移民の家庭の子供たちは、多く後者の successive acquisition の形をとる。 
本研究において被験者となった３名は、５歳の時点で３名ともほぼ日英バイリンガルと言える状況
であったが、詳しく分析すると、３人が３人なりのバイリンガルの諸相を示していることが分かった。 















表 4 被験者 3人の基本データ 
 渡米時期 英語環境開始時期 
洋平 1歳 幼稚園入園時（3歳） 
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3.1.2 研究の目的 














この調査をした段階では洋平の発話の中には、Brown の 14 箇の形態素はすべて含まれていた。（こ















・代名詞の誤用（she のかわりに he） 
・数の一致の不完全さ (she eat ...) 
・前置詞の誤用 (I got this from yesterday.) 
・不規則動詞の活用の不完全さ（“I broked it”といったん言い、そのあとで、“I broke it”と言い
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直した。） 









んだことがあった。この文を直接英語に訳すと“There are many chairs around the table.”となる。






のほか、調査時点では Brown の 14 の形態素はすべてマスターしていた。 
② 日本語からの干渉： 
・数の呼応については、日本語の文法にはこの概念がないにも拘らず、かなり正確に健太はやっ
てのけていた。(Three boys are playing baseball など。)ところが、There-構文においては常に誤り
がみられた。 
*There's two toys on the table. 
*There's many chairs near the table. 
このことから、健太においてはこの時点では、There's を one word とみ、“There + copula + 
number agreement”という概念はまだ発達していないことが観察できる。 
・否定疑問に対する返事 
日本語と英語では否定疑問にたいする Yes / No の対応のしかたが異なっている。例えば、“Don't 
you like it?” という否定疑問に対し、嫌いという事実があれば、英語では “No, I don't like it” と




健太：I don't need this anymore. 
筆者：Don't you need it anymore? 
健太：Yes, I don't need. 
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ちなみに、筆者の長男の場合、この否定疑問にたいする Yes / No の対応は日本に帰って来てから
問題となった。保育園で給食の時、全部食べられず、先生から「もう食べられないの?」ときかれ




直樹：「うーうん（首を横に振る）」（⇒No, I cannot eat anymore.） 
先生：「じゃ食べれるということね」（「食べられない」を否定しているので） 
直樹：「うーうん（首を横に振る）」（⇒No, I cannot eat anymore.） 
先生：「どっちなのよ！」 
 







たということである。一方、健太においては、３歳半を境に明らかな継続習得  (successive 
acquisition) である。この両者の違いは、Erbin and Osgood (1954) のいう等位型 (coordinate) の二
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しく、人を選んで日・英語の選択をしていた。例えばある日、彼は筆者に“Why does an airplane fly 
































period)」と呼ぶ。子供は自分が発話する用意ができた (“I am ready to speak.”) と自覚して first 
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ていたかもしれないが、筆者が知りえた彼の first English word は、家の近所の公園の砂場で、自
分のおもちゃをほかの子供に取られたときに発した言葉、”Mine!”であった。おそらく、彼はベビー




前節の例でも分かるように、英語が話されている自然環境の中での第二言語習得 (ESL =English 




した小池 （2004） は次のように述べている。 
子供は自然環境では大人が実感できないほどの驚くべき速度で無意識に英語を習得する。そ
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構成するようになる。その面が重なり合って立体になり、文法規則の巣を作る。自然環境では、













































図 3 Krashen (1981) による獲得された知識と学習された知識 
（大井 （1992, p.168）より再掲） 
 
図 2 学校教育での言語習得 
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注目して進められた研究に対照分析 (contrastive analysis) がある。 
対照分析は 1950 年代から 1960 年代にかけて盛んであった。その時期はちょうど、行動主義心理
学の隆盛のころで、行動主義に基づくと、言語習得を習慣形成であるととらえたように、対照分析
の立場を取る研究者も、第二言語習得においては母語の習慣を克服し新たに学ぶ言語の習慣を身に




得している知識が第二言語における新しい知識を得るのに役立つ場合は正の転移  (positive 
























図 4 日英語彙の対応関係 （大井 （1992, p.164） より再掲） 
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てた来たからである。要するに、学習者の犯す誤りは母語の影響による誤り (interference error) も
あるが、それだけでは説明のつかない誤りも多くあるということである。 
5. 結び 








I went to Okinawa. I saw the blue sea. It was beautiful. 
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Appendix 
第二言語習得に影響を及ぼす諸要因 （大井 (1992), pp. 170-171より再掲) 
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